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「ウイルスが宿主ゲノムに内在化し、
宿主で獲得した新規機能と進化」

中川 草 博士
東海大学医学部 情報医学生物学研究室

なかがわ そう

（要旨）ヒトを含めた哺乳類のゲノム配列の約１割はトランスポゾンの一種のウイル
ス由来の塩基配列（endogenous viral element, EVE）である。EVEはウイルス（主にレ

トロウイルス）のゲノム配列が生殖細胞に感染することによって宿主ゲノムに内在化
したことに由来する。EVEは塩基置換や挿入・欠失が起き、かつエピジェネティックな

発現抑制により、宿主内では機能を欠失し進化的に保存されていないことが多い。
しかし、一部のEVEに由来する配列が宿主の中で新たな機能を獲得し、胎盤、表皮

や筋肉の発生、細胞分化（特に初期の発生過程）、ウイルス感染の防御や神経性
疾患などに関与することが報告されている。一方で、このように宿主で機能を獲得し
たEVE由来の遺伝子も進化的に保存されていないことが多い。そのため宿主内で機
能するEVEは塩基/アミノ酸配列の配列類似度に基づいた解析のみで発見すること
は極めて困難である。

私たちは、EVE由来のORF（Open Reading Frame）を網羅的に収集したデータベース
を作成し公開している（gEVE, http://geve.med.u-tokai.ac.jp, Nakagawa and Takahashi, 
Database, 2016）。gEVEデータベースはヒトを含めた哺乳類１９種のゲノム配列を対
象に、EVEの機能モチーフ、配列、位置、分類や機能アノテーションなどに関する情
報を公開している。gEVEデータベース活用し、次世代シーケンサーで解読した大量
転写配列と合わせて解析することで様々な細胞・臓器で機能するEVE由来の遺伝子
を探索できる。本セミナーではEVEの研究について幅広く紹介し、私達が薦めている
gEVEデータベースの作成手法やその活用方法に加え、哺乳類以外にも様々な生物
のEVEを網羅的に探索の最新の結果なども紹介したい。
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